
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

か 夕年 ク月 /夕 日

会派名

代表者名

改革 クラブ

代表 渡部 一夫

令和 4年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付 に関す る条例第7条 第 1項 の規定に基づ き、別紙 の とお

り、令和 4年度政務活動費収支報告書 を提 出 します。

54,1 4



別 紙

1 収入

令和 4年度政務活動費収支報告書

会派名記叛ざ皐クラフ'｀

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注 )1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 ダθ2´θ́
預  金  利  子

会 派 負 担 金 θ

合    計

“

οaθ θ′

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費 /78、

“

′8
広報費 /ダ

/71ダび′
広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費 /6Fοο
資料購入費

人件費

事務所費

合    計 36ヽ)7'

3 残金 37り 円



令和4年度 政務活動費 会計帳簿 会派名痴 クラアロ
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政務活動費 令和 4年度旅費領収明細表

改革クラブ (単位 円)

支出内 令和 5年 3月 29日 ～ 30日 (研修視察先 :東京都千代田区・千葉県千葉市)

支出内容
旅費内訳

その他 合計 受領印 摘要 領収書No.等
運賃等 宿泊料

渡 部 一 夫 14,800 14,800 ⑤

(甲地方14,800円 )

月ヽ 川 尚 14,800 14,800 ①
竹 野 光 雄 14,800 14,800 ④
田 中 京 子 14,800 14,800 ③
鈴 木 貞 正 14,800 14,800 ①
(お土産 ) 5,627 5,627 領収書添付5,627円 No。 1

(車借上料) 20,000 20,000 リース代20,000円 No.2

(講演受講料 ) 75,000 75,000 研修会受講代15,000円 ×5名 No.3

(燃料費) 10,181 10,181 ガソリン代10,181円 (距離659 k m) No.4、  No.5

(駐車場代 ) 5,220 5,220 ホテル駐車場2,420円
講演駐車場2,800円

No。 6、  No。 7

(高速道路
使用料金)

8,410 8,410

首都高速道路閉
1,950円 +1,950円 +j束

日本高速道路榊1,160

円+3,140円 =8,410円

No。 8、 No.9、 No.
No.11

1 0、

計 0 74,000 124,438 198,438



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和5年 3月 29日 ～30日 東京都千代田区、千
葉県千葉市)に係る手土産代

支出月日 令和5年3月 28日

支 出 額 5,627H
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

国 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和5年 3月 29日 ～30日 東京都千代田区、千
葉県千葉市)に係る車借上料 (燃料を含む)

支出月日 令和5年3月 30日

支 出 額 30,181F可

男1綱tf買おこ嘱彗NO.2、 NO.4、 NO.5
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中央シ
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1訳、筆 様 No.

金 額

仁

内   訳

〔ノースィヘ)と して

バン律1すキ 、ゞ  月 ゛θ 日 上記工に頷収いたしました

税抜金額

IuSMALL
南相層ジャスモール

納品書 (領収書 )

ジヤスモーリし セリしフ給油所

南相馬市原町区大木戸金場 77
TEL:0244… 23-2210     SS:53554

2023年 03月 30日 16:57 レシ‐卜No 550
上         様
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会派名二改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成田購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
視察研修 (令和5年3月 29日 ～30日 東京都千代田区、千
葉県千葉市)に係る研修会受講料 (5名分)

支出月日 令和5年 3月 29日

支 出 額 75,000F可

率孵 ″,3

領 収 証 2023年 3月 29日

改革クラブ 様

3/2914時～ のための地域経済分析システムRESAS活用 応用編

5名 様 研修会受講代として

上 記 正 に領 収 い た しま した

地方議員研究会
〒530-0001

大阪府大阪市北
大阪駅前第2ビ

TEL



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和5年3月 29日 ～30日 東京都千代田区、千
葉県千葉市)に係る駐車場代

支出月日 令和5年3月 29日 、30日

支 出 額 5,220F可

権イ僣脚tメ 冷ゑγ嗜″`7

領 収 書
新有楽町ビルガレージ

TEL (3216)4886
消費税込み

蒲田第25駐車場
領 収 証

入車日時 2023年 03月 29日 12時37分
出車日時 2023年 03月 29日 16時41分

パーク24株式会社

No.20-000231

駐車料金 (イリドン )

米斗くと言十

う多No.01-788041
駐 車 位 置
23-03-29
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和5年3月 29日 ～30日 東京都千代田区、千
葉県千葉市)に係る高速使用料金

支出月日 令和5年3月 29日 、30日

支 出 額 8,410円

月1盤tf買尊こ毛彗NO.8、 NO.9、 NO.10、 NO.11
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NEXCO
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料金所では一旦停車してください。

領  J又  書

料金所   松ヶ丘南
NEXCO東 日本お客さまセンター

0570-024-024
または

03-5308-2424

23年  3月 30日  9時 41分

車種 普通

通行料金  ¥1,370-
(現金)

―入口料金所― 木更津金田第一

高速道路上で停止車両を見聞きした際は、

停止車両や人に注意しながら安全走行を !

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2
取扱番号207-00180914-00
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こ利用ありがとうこざいます。
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通行料金   ¥3,140-
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高速道路上で停止車両を見聞きした際は、

停止車両や人に注意しながら安全走行を !

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2

取扱番号2827-17-00
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 会派議会報告印刷、折込代

支出月日 令和5年 2月 3日

支 出 額 147,460円

馨%嗜μtt μ

金 額 ‐
‘
ノ
甘 / イ '7 イび

円
　
ハ
ノ

現  金

小切手

手 形
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NQ 002192

(内 費税 円)

令不日 ご1年  2 月くゞ 日
様

有限会社

領  収  書
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０

上記の金額正に領収致しました。

福島県南相馬
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11′い

プ4こ 料
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報8公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料作成費 (事務用消耗品)

支出月日 令和5年3月 31日

支 出 額 16,500H
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(1) 南相馬市議会会派『改革クラフJ議会報告 2023年 1月 29日

め

よ

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

２
０
２
３
年
　
明
け
ま
し
て
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
Ｈ
月
に
行
わ
れ
た
南
相
馬
市
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
私
た
ち
の
会
派

「改
革
ク
ラ
ブ
」
５
名
、
全
員
当
選
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
３
年
で
す
が
、
門
馬
市
長
の

「
１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
」
は

大
き
な
ぶ
れ
が
生
じ
て
い
る
と
の
感
を
強
く
致
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
基
本
構
想
に

お
け
る
委
員
会
質
疑
で
は
、
「
１
年
先
も
な
か
な
か
見
え
な
い
ぐ
ら
い
の
世
の
中
に

あ

っ
て
、
Ю
年
と
い
う
よ
り
も
ま
ず
は
直
近
の
８
年
を
目
指
し
た
い
」
と
の
執
行

部
発
言
に
見
ら
れ
る
通
り
、
私
た
ち
が
主
張
し
て
き
た

「現
在
」
無
く
し
て

「未
来
」

は
語
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
政
治

一
つ
と

っ
て
も
、
私
た

ち
の
生
活
を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
１
年
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、

１２
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
第
８
固
定
例
会
１２
月
議
会
は
、

‐２
月
１
日
か
ら
‐２
月
２６
日
ま
で
の
２６
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
３７
件

（条
例
関
係
１２
件
、
予
算
関

係
８
件
、
そ
の
他
２‐
件
）、
報
告
１
件
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
全
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一般
会
計
補
正
予
算
額
は
、
追
加
分
を

含
め
１９
億
８
４
２
１
万
円
で
、
歳
入
歳
出
総
額

は
５
１
１
億
４
４
３
６
万
円
で
す
。
ま
た
、
本

会
議
初
日
に
は
議
員
改
選
後
初
と
な
る
こ
と
か

ら
、
正
副
議
長
を
始
め
全
て
の
役
職
に
つ
い
て

人
事
案
件
の
選
挙
と
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
正
副
議
長
選
出
に
つ
い
て
は
、
同

会
派

（派
閥
）
よ
り
選
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
副
議
長
に

「改
革
ク
ラ
ブ
」
か
ら
ど
う
か

と
の
提
案
が
あ
り
、
我
が
会
派
よ
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙
投
票
の
結
果
は
、

議
長
選
挙
で
は
平
田
議
員
１８
票
、
鈴
木
昌

一
議

員
２
票
、
渡
部

一
夫
議
員
１
票
で
平
田
武
議
長

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

副
議
長
選
挙
で
は
、
全
会

一
致
で
竹
野
光
雄

副
議
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
、
副
議
長
が
第
２
会
派
で
あ
る

「改
革

ク
ラ
ブ

」

こ
と
は
、
南
相
馬

市
議
会
と
な
っ
て
初
の
人
事
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
我
が
会
派
が
提
案
し
て
き
た
改
革
の
一
つ
が

実
現
で
き
た
と
言
え
ま
す
。
新
た
な
議
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
の
他
の
人
事
で
は
、
常
任
委
員
会
で
は
総

務
生
活
常
任
委
員
長
に
渡
部

一
夫
、
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
委
員
に
小
川
尚

一
、
田
中
京
子
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
委
員
に
鈴
木
貞
正
、
竹

野
光
雄
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に
小
川

尚

一
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員

会
委
員
長
に
渡
部

一
夫
、
副
委
員
長
に
田
中
京

子
が
決
ま
り
ま
し
た
。
更
に
相
馬
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
議
会
委
員
に
田
中
京
子
、
相
馬
地

方
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
に
鈴
木
貞
正
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

※
尚
、
詳
し
く
は
、
み
な
み
そ
う
ま
市
議
会
だ
よ

り
と
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

「防
衛
費
増
額
の
財
源
に
復
興
特
別
所
得
税

を
転
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
」
を
、
改
革
ク
ラ
ブ
よ
り
提
案
し
、

代
表
者
会
議
な
ど
を
踏
ま
え
、　
一
部
修
正
を
加

え
て
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【趣
旨
】
当
市
で
は
、
発
災
か
ら
‐２
年
目
を

迎
え
た
現
在
に
お
い
て
も
原
子
力
災
害
に
起
因

す
る
風
評
被

‐
害
は
い
ま
だ
根
深
く
、
住
民
票
を

持
ち
な
が
ら
帰
還
、
居
住
に
踏
み
切
れ
な
い
市

民
が
令
和
４
年
劇
月
末
時
点
で
も
、
３
４
０
０

人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
岸
田
政

権
は
、
今
後
５
年
間
で
防
衛
費
を
現
行
計
画
か

ら
１
．
６
倍
の
場
兆
円
に
拡
大
す
る
こ
と
を
閣

議
決
定
し
た
。
ま
た
防
衛
費
増
額
の
財
源
に
復

め
て
い
る
。

を
１
％
引
き

す
も
の
で
、

新
た
な
防
衛
目
的
税
を
課

土〈
』
曰

有
の
災

建
す
る
た
め
、

う
と
い
う
制
度

り
か
ね
な
い
も

で
負
担
を
分
か
ち
合

そ
の
趣
旨
が
変
わ

で
あ
る
。我

が
国
は
、
不
戦
の

誓
い

一
切
武
力
行
使
を
お
こ
な
わ

ず

も
参
加
し
て
こ
な
か
つ

た
，

こ
ろ
で
あ
る
。
防
衛

機
が
聟
斬

て
き
た
専
守
防
衛
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
信
頼
で
き
る
平
和
主
義
国
家
で
あ

る
こ
と
を
国
際
社
会
に
態
度
で
示
し
、
理
解
を

求
め
る
努
力
を
徹
底
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
左
記
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

記

１
　
我
が
国
は
、
不
戦
の
誓
い
を
貫
徹
し
、
専

守
防
衛
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
。

２
　
平
和
主
義
国
家
で
あ
る
こ
と
を
国
際
社
会

に
態
度
で
示
し
、
理
解
を
求
め
る
努
力
を

徹
底
し
て
い
く
こ
と
。

３
　
復
興
特
別
所
得
税
は
、
未
曽
有
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
被
災
者
の
生
活
を
再
建
す
る

た
め
、
国
民
全
体
で
負
担
を
分
か
ち
合
う

と
い
う
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
趣

旨
を
守
り
継
続
す
る
こ
と
。

４
　
安
易
な
防
衛
費
増
額
に
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
所
得
を
引
上
げ
る
な
ど
経
済
を
安

定
さ
せ
、
国
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
す
る
予
算
と
す
る
こ
と
。

※
一
部
抜
粋
。
全
文
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
こ
確
認
下
さ
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【質
問
】
選
定
方
法
の
中
で
、
当
該
施
設
の
設

置
目
的
や
役
割
を
、
的
確
に
捉
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
具
体

的
に
期
待
さ
れ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
ス
キ
ッ
ト
千
倉
に
つ
い
て
は
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
が
い
て
、
利
用

者
の
方
の
現
在
の
健
康
状
態
を

一
緒
に
把
握
を

し
、ま
た
体
組
成
計
と
い
う
機
械
で
測
定
し
て
、

そ
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
な
ど
、
あ
く
ま
で
も

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
を

し
て
い
く
と
が
こ
の
施
設
の
特
色
で
あ
り
、
新

し
い
指
定
管
理
者
で
も
、
対
応
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

【質
問
】
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
伺
う
。

一答
弁
一
年
間
約
１
３
０
０
万
円
前
後
で
あ
る
。

口貝

ロ

ハ

一陰
笙
涌
常
璽

賣

舎

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

（野
馬
追
通
り
銘
醸
館
）

【質
問
】
審
査
結
果
に
よ
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が

３
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
下
が
り
、
総
合
点
が
５。
点
台

に
な
っ
て
い
る
が
審
査
に
あ
た
り
、
ど
う
評
価

し
た
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
審
査
項
目
が
前
回
よ
り

一
つ
増
え
て

お
り
、
配
点
毎
の
比
較
は
難
し
い
か
と
思
う
が

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
東
日
本

大
震
災
等
も
経
験
し
た
中
で
一
般
的
な
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
記
述
し
か
無
く
、
そ
の
点
が
評
価

に
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

一
部
損
壊
住
宅
等
修
理
支
援
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

【質
問
】
緊
急
的
な
補
修
等
が
な
さ
れ
て
い
な

い
被
災
家
屋
が
散
見
さ
れ
る
が
、　
一
方
で
こ
の

補
助
金
は
令
和
５
年
２
月
末
で
終
了
と
な
っ
て

お
り
、
延
長
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

【答
弁
】
県
の
補
助
金
の
都
合
上
、　
一
部
事
業

に
関
し
て
は
２
月
２８
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

屋
根
の
修
理
等
に
つ
い
て
市
で
は
、
業
者
等
か

ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
県
に
対
し
来
年
秋
頃
ま

で
延
長
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

「改
革
ク
ラ
ブ
議
会
報
告
会
」
案
内
一

議
会
の
報
告
と
市
民
と
の
意
見
交
換
会

を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
２
月
４
日
日

午
後
２
時
か
ら

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
！

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
踏

ま
え
マ
ス
ク
の
着
用
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸

副
議
長
を
「改
革
ク
ラ
ブ
」
よ
り
選
出

人

「改
革
ク
ラ
ブ
」
メ
ン
バ
ー
紹
介

○

代

　

表

○

事
務
局
長

○

〈
バ
計
責
任
者

○

幹

　

事

○

幹

　

事

鈴 田 竹 小 渡

木 中 野 川 部

貞 京 光 尚 い
つ

正 子 雄 ―
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渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
④
５
４
５
６

【質
問
】
２
０
１
９
年
１０
月
の
台
風
１９
号
で
災

害
に
適
っ
た
後
、
帰
宅
途
中
に
死
亡
し
た
職
員

に
つ
い
て
の
報
道
は
、
門
馬
市
長
の
個
人
的
判

断
と
し
て
、
「市
の
対
応
に
明
ら
か
な
過
失
は
な

か
っ
た
」
と
述
べ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
市
が
設

置
し
た
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
の
答
申
で
は
、

「帰
宅
さ
せ
た
市
の
判
断
が
事
故
を
招
い
た
と
ま

で
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
あ
り
、
市
の
対
応
や
、

市
の
判
断
が
事
故
を
招
い
た
と
ま
で
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
事
故
が
起
き

た
こ
と
、
職
員
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
ど
こ
か
に
原
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ど

こ
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
理
さ
れ
職
員
に
周
知
さ
れ
て

い
た
が
、
災
害
時
に
お
け
る
職
員
の
帰
宅
の

ル
ー
ル
は
、
特
段
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
他
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
そ
の

よ
う
な
策
定
例
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が

問
題
と
は
言
え
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
市
で
は
、
帰
宅
の
リ
ス
ク
を
特
定
し
、

こ
れ
を
除
去
す
る
対
策
を
し
た
が
、
被
災
す
る

リ
ス
ク
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
な
く
、

課
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
本
件
の
よ
う

な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
職
員
の
安
全
確
保

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
す
べ
き
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
報
告
書
の
中
に
、
課
題
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
調
査
、
訓
練
、
教
育
を
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
側
の

課
題
の
改
善
策
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『亡

く
な

っ
た

こ
と
が

残
念

だ
な
ど

と

い
う

も
の
で
は
な

い
。
亡
く
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ

は
ど

こ
に
責
任
が

あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
再

三
再
四
に
わ
た

っ
て
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
を
ま

た
後
ほ
ど
議
論
し
た
い
』

小
川
　
尚

一

ａ
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
組
織
運
営
と
人
材
育
成
の
推
進
に
つ

い
て
、
第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
マ

ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
、
人
員
配
置
の
適
正
化
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
定
員
適
正
化
計
画
の
現

状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
７
年
度
ま
で
の
第
２
期
復
興
・創

生
期
間
に
お
け
る
新
た
な
課
題
へ
対
応
と
、
復

興
事
業
の
着
実
な
実
施
の
た
め
必
要
な
職
員
数

と
し
て
、
医
療
職
を
除
く
全
職
員
数
で
７
０
０

人
以
上
を
確
保
す
る
。
令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
計
画
目
標
が
７
１
０
人
に
対
し
、
４
月
１

日
時
点
で
実
配
置
が
７
０
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

【質
問
】
Ｒ
ｌ３
年
を
期
間
と
し
て
最
終
的
に
は

５
５
７
人
に
な
る
。
計
画
で
は
Ｒ
４
年
見
込
み

が
、　
一
般
職
で
５
７
４
人
、
総
数
で
９
３
６
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
整
合
性
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
職
員
定
数
の
中
の
９
３
６
人
か
ら
、
医

療
職
を
除
い
た
職
員
数
と
い
う
こ
と
で
人
数
が

合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【質
問
】
議
会
及
び
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事

項
な
ど
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
、
令
和
３
年
度
決
算
に
お

け
る
指
摘
や
分
科
会
の
報
告
に
、
職
員
か
ら
議

員
に
事
業
執
行
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
大
変
問
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
反
省
の
下
で
今
後
対
応
す
る
の
か
。

【答
弁
】
令
和
４
年
１１
月
１６
日
に
、
総
務
部
長

名
で
適
切
な
業
務
執
行
に
つ
い
て
、
各
庁
内
に

周
知
を
諮
っ
た
。
市
が
直
接
執
行
す
べ
き
業
務

に
つ
い
て
第
三
者
に
執
行
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
市
民
等
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
委
託
契
約
等
に
よ
っ
て
、
役
割
分
担

を
明
確
に
す
る
な
ど
、
的
確
な
業
務
執
行
に
努

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
周
知
を
図
っ
た
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

謹
ん
で
新
年
の
こ
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

南
相
馬
市
も
合
併
を
し
ま
し
て
１８
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は
、
合
併
後
５
度
目
と

な
る
市
議
会
選
挙
が
「
月
に
行
わ
れ
、
現
職
１９

人
、
元
職
２
人
、
新
人
１
人
の
当
選
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
市
民
の
幸
せ
と
生
活
向
上
に
向

け
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思

う
市
政
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

南
相
馬
市
の
合
併
時
は
、
７
万
１
０
０
０
人

を
数
え
て
い
た
人
□
も
現
在
で
は
５
万
７
６
０

０
人
と
人
□
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

は
あ
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
東
京
電
力

の
原
発
事
故
が
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

特
に
、

２。
ｍ
圏
内
と
し
て
小
高
区
内
で
暮
ら

し
て
い
た
方
全
員
が
避
難
指
示
に
よ
っ
て
生
活

が

一
変
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
発
生
前
の
人
□

は
１
万
２
８
４
２
人
で
し
た
が
、
昨
年
１１
月
末

現
在
で
３
８
４
０
人
と
約
３
割
と
な
っ
て
お
り
、

少
し
で
も
人
□
増
へ
と
繋
が
る
施
策
を
展
開

し
、元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
移
住
促
進
に
力
を
入
れ
、
お
だ
か
暮

ら
し
の
様
子
を
発
信
し
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト

「ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
市
公
式
サ
イ
ト
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
小
高
区
の
認
知
度
を
上

げ
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
日
々
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
移
住
、
定
住
に
少
し
で
も
繋

が
る
事
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
中
、
隣
の
浪
江
町
に
は
世
界
最
先

端
の
研
究
開
発
の
人
材
育
成
を
目
指
す

『福
島

国
際
研
究
教
育
機
構
』
が
本
年
４
月
、
本
拠
地

の
浪
江
町
に

一
部
開
設
さ
れ
ま
す
。
南
相
馬
市

と
し
ま
し
て
も
隣
接
自
治
体
と
し
て
、
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
り
、
そ
う
な
る
よ
う
に
議
会
と
し
ま
し

て
も
行
動
し
て
行
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

田
中
　
一示
子

８
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
不
安
や
昨
年
３
月
１６

日
の
被
災
か
ら
の
修
繕
も
進
ま
ぬ
中
で
、
更
に

物
価
高
騰
で
経
済
的
不
安
も
高
ま
り
、
大
変
な

社
会
環
境
の
中
で
の
新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。
本
市
の
取
り
組
む
べ
き
問
題
は
山
積
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
た
な

議
会
構
成
が
成
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

・
広
報
特
別
委

員
会

・
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

・
相
馬
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

・
南
相
馬
市
民

生
委
員
推
薦
会
委
員
に
付
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
し
っ

か
り
寄
り
添
い
市
民
目
線
で
働
い
て
参
り
ま

す
。さ

て
、
私
が
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
目
指
す

取
り
組
み
は
、
「支
え
合
い
安
心
で
き
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
東
日
本
大
震
災
と
原

子
力
発
電
所
事
故

・
度
重
な
る
自
然
災
害

・
人

□
減
少

・
高
齢
化
問
題

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
社
会
を
見
て
、
今
や
る
べ
き
大

切
な
事
だ
と
実
感
し
た
か
ら
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
に
は
、
ま
ず

「心

豊
か
な
地
域
づ
く
り
」
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
持
っ
た
中
に
も
、

互
い
を
尊
重
し
合
い
連
携
を
保
ち
、
皆
で
高
め

合
っ
て
い
く
こ
と
で
一
層
豊
か
な
地
域
が
つ
く

ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
今
日
の
社
会
環
境

の
中
、
多
岐
に
渡
り
多
く
の
問
題
が
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
各
分
野
で
細
や
か
に
丁
寧
に
取

り
組
む
段
階
に
有
る
と
考
え
ま
す
。

「環
境
を
守
る
」
「子
ど
も
た
ち
を
守
る
」
と

の
信
念
は
元
よ
り
、
こ
れ
ま
で
私
が
取
り
組
ん

で
参
っ
た
事
は
今
後
も
継
続
し
、
新
た
に

「防

災
対
策
の
強
化
」
と
「女
性
活
躍
の
場
の
拡
充
」

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鈴
木
　
貞
正

ａ
⑩
３
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最
近
の
新
聞
報
道
で
子
ど
も
の
学
習
環
境
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
む
任
意
団
体
ふ
く
し
ま
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
宮
民
合
同
で
不
登
校
小
中
学
生
の
保

護
者
ら
を
対
象
に
し
た
相
談
会
を
開
く
よ
う
、

県
教
委
に
提
案
し
た
よ
う
で
す
。

団
体
は
県
内
５９
市
町
村
教
委
を
対
象
に
調
査

を
実
施
し
、

３２
教
委
か
ら
会
頭
を
得
た
よ
う
で

す
。
不
登
校
小
中
学
生
の
学
び
の
場
と
な
る
教

育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
と
し
た
の
は
、

‐４
教
委
だ
っ
た
と
い
う
結
果
の
よ
う
で
す
。

私
は
、
常
々
個
々
の
不
登
校
の
態
度
や
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
取
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
の
要
因
の
背
景

に
は
、
遊
び
あ
る
い
は
非
行
に
よ
る
退
学
、
学

習
障
害
や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
等
に
よ
る
不

適
応
、
虐
待
等
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
の
要
因
背
景
な
ど
が
複
雑
化

す
る
傾
向
に
あ
り
、
画

一
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
対

応
し
た
の
で
は
、
不
登
校
者
へ
の
的
確
な
支
援

は
望
め
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
不
登
校
者
に
つ
い
て
多
面
的
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
個
別
指
導
記
録
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
も
、
参
考
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
不
登
校
の
解
決
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
推
進
も
強
化
し
、
取
組
む
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
不
登
校
の
要
因
背

景
は
多
用
か
複
雑
化
し
て
お
り
、
学
校
だ
け
の

対
応
で
は
不
登
校
者
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
難

し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
精
神
的
問
題

が
関
与
し
て
し
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
、
非

行
の
場
合
に
は
警
察
署
や
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
連
携
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

何
こ
と
も
的
確
、
迅
速
に
連
携
を
と
る
た
め

に
、
日
こ
ろ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
相
馬
市
総
合
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
連
携
を

不
登
校
に
つ
い
て
考
え
る


